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●l 国際学術大会』で韓国外国語大学校日本学部教授金鍾徳氏が口頭発表され、そ  
＊2 れをもとに「韓国における『源氏物語』翻訳と研究」を執筆発表されている。  




＊1伊井春樹監修「源氏物語千年記念 源氏物語国際フォーラム集成」「韓国における『源氏  
物語』の翻訳と研究」（2009年3月 角川学芸出版）  
＊2『韓日軍事文化研究』2009年  





























と考えられる。」と述べられている。   
本稿では「どれほど原作に忠実な翻訳であるか」を、概論的な観点ではなく  
＊3 李芝善「韓国語訳『源氏物語二における巻名の訳し方について」（F日本アジア研究』2007   
年）が、「出版社に問い合わせたところ、「正確には教えられないが、現在まで2万部以上売   
れている」」と述べている。  
＊4 金鍾徳氏「韓国における 7源氏物語工翻訳と研究」（注2参照）  
207 韓国語訳㌻源氏物語』における解釈上の諸問題について  〔う8〕   
























田訳：望昔人1号♀三吉司司 勇司（女御）斗カ国（更衣）喜子ql召せ♀  
ロ1召斗叫望音句小菅合せ昔可1せ旨音互（桐壷）中吉可塑01思想  
＊5 瀬戸内寂聴訳『源氏物語』1（講談社・2007年）  
円地文子訳『源氏物語』1（新潮文庫・2008年）  
＊6 日本古典文学全集 阿部秋生、秋山虔、今井源衛校注『源氏物語Ⅰ』（小学館・1970年）   
の口語訳  















































評 ：更衣が入内する前に帝の愛を独り占めしていた女御がいたように訳し  
ている。  
円地訳：はじめから、われこそはと心騎りしていられる方々からは、身のほど  










評 ：「ましてやすからず」を「ひどくいじめた」と原文を越えた訳をして  
いる。  
瀬戸内訳：まして更衣と同じほどの身分か、それより低い地位の更衣たちは、  












































だん痛いがちになってゆき、  何となく心細そうにともすれば実家下り  
の度重なるのを、  
任訳：Ot召司雪旦主音音句 望喜可再三  
















評 ：「え惇らせたまはず」を「非難しようがしまいか」と意訳している。  






























評  ：「上達部、上人などあいなく目を側めつつ」が抜けている。「いとまば  










仕訳：司孝吉三三司相可ま叫≒望01斗五言与喜召 せ君子召せ喜01思  
中．  
貴族達も道理に逆らう事だと目をそらすほど劇震な寵愛だった。  


















































Ⅰ99 韓国語訳『源氏物語いこおける解釈上の諸問題について  〔46〕   






























比較文化論叢25Ⅰ98   〔47〕  






























































評 ：「公式的な行事」と正しく訳している。だが、「そうとはいっても」の  
接続詞を挿入している。これは、瀬戸内訳の「とはいっても」を訳し  


























遂に世上で二つもない美しい玉のよ うな男の子まで産みました。  




任訳 ：召尊卑ヱ01き召増刊月玉里望01憂思きフt．月1せ句1号主駁♀瑠王  
































比較文化論叢25Ⅰ94   〔51〕  
田訳 二瑚1専スt≒♀瑚ゼ（右大臣）召喜七句 可可7tせ敷71可1，き旦古  




























評 ：円地訳の会話文を説明文にしている。  













評  ：「にほひには」の訳がされていない。また、第一皇子が自分の子供だ  
からと訳し、第一皇子を公的、若宮を秘蔵子としてするという細かな  
ニュアンスが訳されていない。  











評 ：「眩しい」は瀬戸内訳の「輝くばかりの」を訳したもの。  





〔5う〕  比較文化論叢25Ⅰ92   
01型叫 E泄車±キ1封相嘲スtOtせ呈7t杏全音諦刀1欄斗科ヱせ啓手  









ない」を訳さなかった。   
任訳の原文の直訳はここで一旦終わっている。以下任訳は、八章まであらす  
じとなる。   













も訳されていない。   
また、大きな問題として原文と主語が違う例がある。「人の心をのみ動かし」  
（4）の主語は、「桐壷更衣への帝の寵愛」が主語であり、それが「人の気をも  









桐壷更衣の人物像を考える上で正しい判断ができなくなる重大な誤りである。   
また、「上達部、上人などもあいなく目を側めっっ」（6）を訳さなかったか  
わりに「王は、彼女のことならあらゆる些細なことまで一つ一つ気を使いなが  
ら涙ぐましいほど愛した」とまったく原文と別な文章を作っている。   
さらに桐壷が帝の愛だけにすがっている「かたじけなき御尤、ばへのたぐひな  
きを頼みにて」（8）の部分を「帝の愛に感服する」と訳し、まるで神の愛に  
















官女の服まで」と具体化しているのだが、金訳もそのまま受けている。   
さらに原文（11）「前の世にも御契りや深かりけん」の前に瀬戸内訳が「そ  
























知学院大学大学院文学研究科文研会紀要 2009年3月）が発表されていること  
を知った。次稿以降その訳についても触れていきたいと思う。  
（5‘）   Ⅰ89 韓国語訳頂氏物語Jlこおける解釈上の諸問題について  
